
総 会 次 第 
 

           平成２５年６月 2９日（土） 
10 時００分～１１時３０分 

            長岡京駅前バンビオ１号館 
 

１． 開会の言葉（司会）荒木 
 
２． 挨拶   （理事長）稲岡理事長 
 
３． 議長選出 （司会）荒木、錦織 
 
４． 議事録署名人選出（ここから議長）竹内、野本、世良田 （書記 大西） 
 
５． 審議事項 （議案の決議） 
    第一号議案 平成２４年度事業報告および決算報告について 
         事業報告（野本理事）、 

監査報告（竹内監事） 
決算報告（小椋理事） 

    第二号議案 平成２５年度事業計画並びに収支予算について 
         事業計画（稲岡理事長） 
         収支予算（小椋理事） 
    
６． 来期理事の相談  稲岡理事長 
 
７． 連絡報告事項 
 
８． 閉会の言葉（司会）荒木 
 





 

 

（法第２８条第１項関係様式「前事業年度の事業報告書」） 

 

平成２４年度事業報告書 

 

平成２４年６月１日から平成２５年５月３１日まで 

 

                          特定非営利活動法人 竹の学校 

 

１ 事業の成果 

 

 ＮＰＯ法人として５年が経過して、会員の高齢化・世代交代等の課題はあるが、放置竹

林整備作業、伐採竹の有効活用を通じ、長岡京市の竹林美化活動とその啓発活動に寄与す

ることができた。 

また今年は特に、ＮＨＫのＴＶ放映の取材に協力、美しい長岡京の竹林を「竹林は丹精

込めた光の空間」と表現して頂き、手間を掛けて維持している管理竹林（タケノコ畑）の

美しさと、それを守る放置竹林整備のボランティア活動も紹介頂き、長岡京の美しい竹林

とその維持活動を日本中に知ってもらうことが出来た。 

 

２ 事業の実施に関する事項 

 

  【特定非営利活動に係る事業】 

①  事業名 放置竹林整備事業 

実施日時 実施場所 従事者の 

人数 

受益対象者 

の範囲・人数 

事業費の金額 

（概算） 

毎水・土曜日 

 ９時～12時 

長岡京市長法寺竹林、 

野山竹林及び金ヶ原竹林 

延べ２７５名 企業 

3４名 

135千円 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

事 

業 

内 

容 

 

【目的】 

  放置竹林を整備し、タケノコ畑を再生、水資源の涵養、竹林の環境美化活動及び 

  竹の有効利用。 

 

【内容】 

定期活動日に放置竹林に入り、枯れ竹を集め焼却し、間伐作業を実施。竹藪の整備

を実施し、環境美化を行った。活動拠点周辺の地元地主の竹林も枯れ竹処理等を実施

した。 

さらに野山竹林は地主、企業と竹の学校が協力して青竹を節電対策用に活用する取

り組みを実施し竹２２０本提供した。今年から金ヶ原竹林も着手して枯れ竹の処理が

終わった。 

竹の有効活用として、移動式炭化炉で竹炭（135 ㎏）を作りサンプル提供を実施

し利用拡大を模索した。さらに野焼した炭を５～８㎜に粉砕して、有機栽培農業の土

の改良用に利用の拡大を検討した。 

  

【活動の成果と課題】 

放置竹林整備面積も１１．２万㎡になり、水資源の涵養にも寄与し、周辺の環境美

化ができ、地主様、住民より感謝されている。 

現在、作業者の高齢化のため、会員の若返りをして活動の継続化をして行くことが

課題。 

企業のボランテァの参加しやすい動機つくりを長岡京市役所と考えてゆきたい。 

竹を焼却処理だけでなく、竹の有効活用する方法を検討してゆく。 
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②  事業名 たけのこ伝統栽培の保存継承 

実施日時 実施場所 従事者の 

人数 

受益対象者 

の範囲・人数 

事業費の金額 

（概算） 

毎水・土曜日  

 9時～12時 

長岡京市 

長法寺竹林 

 

約７００人 

  70名 

(エコグループ) 

 

207千円  
 

 
 

 
 

 

事 

業 

内 

容 

 

【目的】 

  京都式軟化栽培法の継承により、美しい竹林を維持。 

  エコツアー受け入れによって、竹林を開放し、美化活動への啓発に寄与する。 

 

【内容】 

一連の作業（新竹の先止め・下草刈・肥料撒き・ワラ敷き･土入れ）を実施して 

きたが、異常気象(高温継続・雨不足)・竹の葉異常等で、収穫量が通年の８割程度の

作柄となった。 

 収穫したタケノコ（1０００kg）は会員・エコツアー体験者等に頒布した。 

エコツアー用に「竹林講座」を作成し、環境保全・水資源涵養につながることを講義

した。 

     

【活動の成果と課題】 

 会員・エコツアー体験者に安価でタケノコを頒布することで活動を維持。 

 年々高齢化していく中での作業（土入れの運搬作業）の負担が大きい。会員の若返

り、栽培方法の体験受入れ、機械化の必要性も検討が急務である。 

 

 

③  事業名 竹材の有効活用／竹工芸  

実施日時 実施場所 従事者の 

人数 

受益対象者 

の範囲・人数 

事業費の金額 

（概算） 

農閑期の毎土曜日 

（6～9、1～3月） 

 9時～12時 

長岡京市 

長法寺竹林の作業場 

 ４～10人 展示会に来場の

一般の市民 

（販売は無し） 

約1000人 

10千円 

（電源関係） 

 
 

 
 

 
 

 

事 

業 

内 

容 

 

【目的】 

竹林の伐採竹の孟宗竹を使った竹行灯等の製作、および作品展示を通じ、竹の新し

い文化を創造し、地域活動に貢献するとともに、啓発活動に寄与する。 

 

【内容】 

主に竹林の農閑期を利用して、定期活動日に会員有志で活動。 

本年度の各種イベントへの製作品展示は以下の通り。 

・09/15「天王山・西山森林ボランティア交流会」竹行灯等を展示 

・10/13「竹あそび」竹行灯を歩道に展示 

・11/17「長岡京市環境フェア」竹行灯展示、製作デモ 

・03/30「竹カフェ・フォーラム」パネルディスカッションに参加、竹行灯展示 

 

【活動の成果と課題】 

作品のレベル・芸術性の評価も高く、展示会で知名度も高くなり、竹の学校の活動

と、伐採竹を活用する竹の文化活動の広報に貢献できた。 

農閑期と不定期な活動のため、実質会員以外に竹工芸のみの参加希望者を受け入れ

ていない。竹林整備作業に賛同頂ける希望者ということで現会員のみで活動。 

 

 



 

 

④ 事業名 地域活動／竹あそびに参加 

実施日時 実施場所 従事者の 

人数 

受益対象者 

の範囲・人数 

事業費の金額 

（概算） 

平成2４年10月13日（土） 

 10時～20時 

 

 

長岡京市長岡公園 

 

延べ６５名 

市民 

７０００名 

 

３６千円 

 
 

 
 

 

事 

業 

内 

容 

 

【目的】 

地域貢献活動と放置竹林の啓発活動 

 

【内容】 

 竹あそびに参加して、竹林に興味を持っていただき啓発活動をして行く。 

 今回は竹灯籠を６００本提供、竹林に置き点灯。竹工芸の作品竹行灯も散策道の両

サイドに展示した。 

  竹ほうき１０本を竹あそびに提供と竹ほうき作りの実施。 

  

【活動の成果と課題】 

竹工芸に興味を持っていただくことができ、竹に親しむ機会になった。 

長岡京市民に竹の学校をアピールできた。 

今回竹灯籠の提供が主であったが、竹の有効利用のため、竹ほうき作りをして市民

に竹に親しんでいただけた。 

竹あそびを遊びだけでなく、参加者、協賛グループで竹林整備ボランティアをして

いただける仕掛け作りが必要と思う。 

竹細工、竹を活用したものを作り、販売してボランティア支援金の確保も検討した

い。 

  

 

 【その他の活動】 

 

 ① ７月８日 竹林景観ネットワークが竹の学校見学、 １５名参加 

 

②  ８月３日 京の七夕に協賛 京都三条会商店街と西陣本通に笹搬入 

 

③  ８月２5日 ＭＫタクシー様にそうめん流し用竹提供 

 

④  9月１5日 天王山・西山合同フォーラム参加 

 

⑤  １1月17日 長岡京市環境フェアに参加 

 

⑥  ３月３０日 京都竹カフェ フォーラムパネルディスカション参加 

 

⑦  ４月２０日 三菱電機労組のボランティア作業応援 

 

⑧  ５月２５日 ＮＴＴ労働組合の竹林ボランティア作業受入れ ３４名参加  
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（単位：円）
科    目　

Ⅰ　収入の部

　　１．受取会費　

　　　　新会員受取会費 1,000
　　　　正会員受取会費 31,000 32,000

    ２．事業収入

　　　　筍栽培保存継承

　　　　　入山協力金 32,500
　　　　　筍頒布料 502,850
　　　　　発送料、箱代 71,300
　　　　竹、竹炭頒布 11,600
　　　　地域活動 44,425 662,675

    ３．補助金収入

　　　　地下水保全活動補助金 135,813
　　　　自己負担金 67,907 203,720

    ４．寄付金収入

　　　　寄付金 63,047 63,047

    ５．雑収入

　　　　雑収入 30,134 30,134

　　　　当期収入合計 991,576

　　　　前期繰越金 923,996
        収入合計 1,915,572

Ⅱ　支出の部

　　１．事業

　　　　地下水保全活動 149,629
　　　　荒廃竹林整備 14,477
　　　　筍栽培の保存継承 207,562
　　　　竹炭作りとシイタケの原木栽培 9,282
　　　　地域活動 36,977 417,927

　　２．管理費

　　　　借入金返済支出 308,180
　　　　地代家賃　 111,920
　　　　交通費 100,287
　　　　荷造運賃 56,490
　　　　補修費 56,823
　　　　消耗品費 17,053
　　　　宣伝広告費　　 13,790
　　　　福利厚生費 20,842
　　　　通信費　　　 4,216
　　　　交際費 17,972
　　　　会議費 12,320
　　　　租税公課 5,100
　　　　水道光熱費 2,000
　　　　図書費 15,490
　　　　その他 8,236 750,719

当期支出合計 1,168,646

当期正味財産増減額 126,930

前期繰越正味財産額 619,996

次期繰越正味財産額 746,926

金 　　　　　  額

 （平成２４年６月１日から平成２５年５月３１日まで）

特定非営利活動法人　竹の学校

　平成２４年度　特定非営利活動に係る事業会計収支報告書



（単位：円）

科    目　・　適　用
Ⅰ　資産の部

　　　　１．流動資産

　　　　　　　　　現金預金 746,926

　　　　　　　　　流動資産合計 746,926

　　　　２．固定資産

　　　　　　　　　固定資産合計 0 0

　　　　　　　　　資産合計（Ａ） 746,926

Ⅱ　負債の部

　　　　１．流動負債

　　　　　　　　前受金 0

　　　　　　　　流動負債合計 0

　　　　２．固定負債

　　　　　　　　借入金 0

　　　　　　　　固定負債合計 0

　　　　　　　　負債合計(Ｂ） 0

Ⅲ　正味財産の部

　　前期繰越正味財産（Ｃ） 619,996

　　当期正味財産増加額（Ｄ－Ｃ） 126,930

　　正味財産合計（Ａ－Ｂ＝Ｄ） 746,926

　　負債及び正味財産合計（Ｂ＋Ｄ） 746,926

金      額

特定非営利活動法人　竹の学校

平成２５年５月３１日　現在

平成２４年度　特定非営利活動に係る事業会計賃借対照表





平成２５年６月２９日 
ＮＰＯ法人 竹の学校 

 

   平成２５年度（平成２５年６月～平成２６年５月）事業計画 

事業を継続し、放置竹林の整備と竹材有効活用と地域活動に取り組む。 
 
       実施時期・目標 

１） 放置竹林整備作業 
①長法寺Ａ竹林   タケノコ栽培･･･３）項参照 通年作業による 
②長法寺Ｂ／Ｃ竹林 間伐作業   毎月第２・４（土） 
③野山竹林     伐採作業・伐採竹搬出  同上 
④金ヶ原竹林    伐採作業・伐採竹搬出  同上 
 

２） 竹材の有効利用 
①伐採竹の竹炭焼き作業、竹粉炭、竹チップの検討 ８月・２月 
②伐採竹のツバキエマソン殿のエコ支援 竹すだれ ７月 
③伐採竹を立命館中高部の新校舎への内装材適用支援 ８～１０月 
④伐採竹で竹工芸・竹細工    毎月第１・３（土） 
       （4.5.11.12 月以外） 

３） 京たけのこの生産と技術継承（長法寺Ａ竹林） 
①京都式軟化栽培法の継承    新竹心止め５月 
       下草刈り ７月 
       施肥   ４・８・１月 
       間伐   ９～１１月 
       藁敷き  １１月 
       土入れ  １２月 
②土入れに新運搬車とユンボを利用拡大  同上 
（高齢化対策のための機械化） 
③施肥方法の変更（効果改良・作業軽減）  ４・８・１１月 
 

４） 地域活動・支援活動 
①エコツアーの受入れ たけのこ掘り体験  ４・５月 
   間伐作業の体験  １１・１２月 
②放置竹林の周辺の美化活動と長法稲荷の美化 ４ヶ月毎 
③竹工芸品（主に竹行灯）の展示による広報活動 前年並み（４回） 
④竹あそび準備 竹灯籠つくり   ９月 

⑤京たけのこ栽培支援と間伐作業のアドバイス ３団体程度 

⑥他グループとの協業     ３団体程度 
⑦京の七夕に協賛     ７月 
 

                以 上 



（単位：円）
科    目　

Ⅰ　収入の部

　　１．会費　・　入会金収入
　　　　入会金収入 3,000
　　　　会費収入 30,000 33,000

    ２．事業収入
        筍栽培保存継承
　　　　　入山協力金 35,000
　　　　　筍頒布料 500,000
　　　　  発送料、箱代 70,000
　　　　竹、竹炭頒布 10,000
　　　　地域活動 45,000 660,000

    ３．補助金収入
　　　　地下水保全活動補助金 161,893
　　　　自己負担金 80,947 242,840

    ４．寄付金収入
　　　　寄付金 50,000 50,000

    ５．雑収入
　　　　雑収入 30,000 30,000

　　　　当期収入合計（Ａ） 1,015,840

　　　　前期繰越収支差額 746,926
        収入合計（Ｂ） 1,762,766

Ⅱ　支出の部

　　１．事業
　　　　地下水保全活動 200,000
　　　　荒廃竹林整備 45,000
　　　　筍栽培の保存継承 250,000
　　　　竹材有効活用 15,000
　　　　地域活動 50,000 560,000

　　２．管理費
　　　　借入金返済支出 0
　　　　地代家賃　 120,000
　　　　交通費 120,000
　　　　荷造運賃 10,000
　　　　補修費 70,000
　　　　消耗品費 20,000
　　　　宣伝広告費　　 20,000
　　　　福利厚生費 22,000
　　　　通信費　　　 8,000
　　　　交際費 20,000
　　　　会議費 12,000
　　　　租税公課 5,000
　　　　水道光熱費 2,000
　　　　図書費 15,000
　　　　その他 10,000 454,000

当期支出合計（Ｃ） 1,014,000

当期収支差額（Ａ）－（Ｃ） 1,840

次期繰越収支差額（Ｂ）－（Ｃ） 748,766

 （平成２５年６月１日から平成２６年５月３１日まで）

２５年度予算金額

特定非営利活動法人　竹の学校

平成２５年度　特定非営利活動に係る事業会計収支予算書



平成２５年６月２９日 
ＮＰＯ法人 竹の学校 

 

平成２５年度作業責任者（案） 
 

１．京たけのこ生産、頒布担当 野本、窪田、塚崎。竹内、川路、原、池田 
 
２．経理        担当 小椋、（竹内、大西・・・チェック時限定）  
 
３．竹林伐採整備    担当 世良田、梶原 
 
４．竹工芸       担当 澤、稲岡、辻井、尾崎 
 
５．花壇の維持管理   担当 稲岡（き）、高橋 
 
６．備品管理（物置管理）担当 竹内、錦織 
 
７．広報 竹林日記   担当 山本 
     ホームページ管理・エコツアー受入れ担当 稲岡 
 
８．竹炭作り      担当 窪田、小椋 
 
９．木工細工（間伐材活用）担当 野本、荒木 
 
１０．竹あそび     担当 稲岡 
 
１１．京の七夕     担当 世良田 
 
１２．外渉窓口     担当 小椋、世良田、稲岡（ＷＥＢ） 
 
担当者は業務の実行と管理をお願いします。担当以外の人も積極的な協力を

お願いします。 


